
（（報報告告体体制制））

１． 相談の実績は日報・月報・年報を作成し、室長の決済後に院長へ報告

２． 緊急の対応を要する場合は、直ちに室長から院長へ報告

（（不不利利益益をを受受けけなないい配配慮慮））

室の業務に関連して、患者さんが不利益を受けないように適切に配慮

今今年年度度のの活活動動状状況況

⚫ 患患者者ササポポーートト相相談談案案件件

（ 年度〔 年 月〜 年 月までの延べ件数〕）

①直接相談室へ来られた相談件数

②電話による相談件数

③各部門へ依頼した相談件数

④診療に関する相談件数

⑤苦情・クレームの相談件数

⑥医療安全の相談件数

⑦その他の相談件数

⚫ 患患者者ササポポーートト相相談談時時にに寄寄せせらられれたたごご意意見見にに対対すするる対対応応状状況況表表のの作作成成

認知症ケア推進室 室長 奈良井 恒 脳神経内科医長

 
●活動目的

認知症による行動・心理症状や意思疎通の困難があって、身体疾患の治療への影響が見込まれ

る入院患者に対し、専門知識を有する医師・看護師及び多職種が適切に対応をすることで、認知症

症状の悪化を予防し、身体疾患の治療を円滑に受けられることを目的とする。

●活動状況

１. 認知症患者のケアに係るカンファレンスを週 回程度実施し、原則診察の上「認知症高齢者の

日常生活自立度判定基準」のランクを判断して診療録に記録する。各病棟を巡回し、病棟にお

ける認知症患者に対するケアの実施状況を把握し病棟職員への助言等を行う。

） 週一回のラウンドおよびカンファレンス

毎週水曜日： 病棟、毎週火曜日： Ｂ病棟、西棟

） 月別の算定延べ件数

【認知症ケア加算 】 総合入院体制加算２の施設基準の要件の一つ

イ  入院日数 日以内 点 日 患者に関与し始めた日から算定

※ 年度より評価体系の見直しが行われ 点となった

ロ  入院日数 日以上 点 日

※ 身体拘束を実施した日は、イ・ロともに所定点数の 分の 相当の点数（減算）

２. 身体的拘束の実施基準や鎮静を目的とした薬物の適正使用等の内容を盛り込んだ認知症ケア

に関する手順書（マニュアル）を作成のうえ、院内の必要な部門に提示して活用させる。認知症

認知症ケアに関する算定件数
令和５年度 前年度月平均件数 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計 平均

認知症ケア加算１
（１４日以内）
算定件数

149.4件

認知症ケア加算１
（１５日以上）
算定件数

185.4件

認知症ケア加算１
（１４日以内）
身体的拘束実施
件数

74.1件

認知症ケア加算１
（１５日以上）
身体的拘束実施
件数

139.1件

せん妄ハイリスク
患者ケア加算
（入院中１回）
件数

590.2件
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ケアの実施状況等を踏まえ、定期的に当該手順書の見直しを行う。

） 「せん妄の予防と対策について」のパンフレット作成し、入院時に対象者に配布開始した。

３. 認知症患者に関わる職員を対象として、認知症患者のケアに関する研修を定期的に実施する。

） 「認知症ケア」についての研修会

年 月 日

講師：奈良井室長

方法：全体研修

）「事例検討会」

年 月 日

認知症ケア委員

「せん妄ケア」についての研修会

年 月 日 「せん妄ケア研修」

講師：岸口精神科医師、大口精神看護専門看護師

方法：全体研修

４. 看護部認知症ケア委員会と認知症ケア推進のための合同会議の開催。 回 偶数月

 
 

専門医研修室 室長 太田 康介（副統括診療部長）

●●  活動目的

 年度から始まった専門医制度において認定されているプログラム（当院は基幹施設及び他のプ

ログラムの連携施設）が円滑に運営されるために設置されている。

 患者さんからの信頼のもと標準的な医療提供しうる医師育成のため、医師の専門研修の支援を行う。

 他院専門医プログラムの連携施設として専攻医を受入れる。

●●  活動状況

内科

年 月 日 専攻医と指導医の顔合わせの会、オリエンテーション

月 日 連携施設説明会

月 日 第 回 内科専門研修委員会

第 回 内科専門医研修プログラム管理委員会

月 日 第 回 内科専門研修委員会

年 月 日 第 回 内科専門医研修プログラム管理委員会

第 回 内科専門研修委員会（年度評価の承認、修了認定）

・ 関係（技術･技能評価、多職種評価、症例・病歴要約査読等）の入力支援

・ 連携施設として参加している基幹施設のプログラム管理委員会への参加

・ 室における内科専攻医との面談や意見交換

・ 採用に伴う準備

外科

年 月 日 第 回外科専門研修管理委員会

年 月 日 第 回外科専門研修管理委員会

専攻医への支援

 専攻医内科外来（毎日）の診察補助

 専攻医事務補助（各種手続き、出張手続きなど）

第 回内科専門研修委員会内科専攻医 期生 記念撮影
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